
青森県総合社会教育センターの管理運営状況 

（平成２４年度～２５年度指定期間評価） 
 

県所管課 教育庁生涯学習課 

指定管理者 日本人財発掘・ビルネットグループ 

 （代表者である団体） 

   特定非営利活動法人 日本人財発掘育成協会 

 （構成員） 

   株式会社ビルネット 

指定期間 平成２４年４月１日～平成２７年３月３１日 

 

１ 管理業務の実施状況 

業務区分 概   要 

施設の使用許可に関す

る業務 

青森県総合社会教育センター条例及び同規則の規定を遵守し、

公正な貸室業務に努めた。 

また、開館時間の延長や開館日数の拡大により、利用者数の増

加に努めた。 

施設の維持管理に関す

る業務 

ＬＥＤ照明やデマンドコントロールシステムの導入など、光熱

水費の削減に努めた。また、保守点検・清掃等を適切に行い、施

設の良好な維持管理に努めた。 

施設の業務の実施 ・あおもり県民カレッジ運営業務 

  多くの県民に「学ぶことの楽しさ」と「人とつながることの

喜び」を体験してもらえるよう、連携機関とともに生涯学習や

社会参加活動に関する情報提供や相談、学習機会の提供、評価

サービス等、きめ細かなサポートに努めた。 

・インフォメーションプラザありす運営業務 

  対応時間の拡充、視聴覚教材貸出に係る時間外返却ポストの

設置など利用者増に努めた。 

自主事業  県民が広く生涯にわたって学び、集う場を提供できるよう、各

種事業を実施した。 

 また、施設設備の特色を活かした講座を実施することで、来館

者の増加やセンターの認知度向上を図った。 

 

２ 管理施設の利用状況 

利用指標 年 度 計 画 実 績 計画対比 前年度対比 

研修室等利用者数

（人） 

２３  52,135 （指定前の実績） 

２４ 54,742 54,210 99.0% 104.0% 

２５ 56,400 62,236 110.3% 114.8% 

平均 55,571 58,223 104.7%  

インフォメーショ

ンプラザありす来

場者数（人） 

２３  11,709 （指定前の実績） 

２４ 12,880 13,785 107.0% 117.7% 

２５ 14,300 15,171 106.1% 110.1% 

平均 13,590 14,478 106.5%  



 

 

あおもり県民カレ

ッジ学生数（人） 

２３  15,547 （指定前の実績） 

２４ 17,102 16,329 95.5% 105.0% 

２５ 18,600 17,011 91.5% 104.2% 

平均 17,851 16,670 93.3%  

【総評】 

 平成２４年度から継続して、祝祭日の開所や開所時間及び電話対応時間の延長、各種メディ

アを利用した情報発信等を行っており、利用者増に向けたサービスの充実に務めている。 

 また、県民カレッジについて、幼稚園、老人ホーム、企業、団体等を訪問するとともに、各

種イベントへ参加して募集活動を行うなど、学生数の増加に向けた活動を継続して行ってい

る。 

 

３ 評価結果 

評価項目 指定管理

者自己評

価 

県所管課 

評価 コメント 

①サービスの維持・向上に

向けた取組みが適切に行

われているか。 

 

３ 

 

３ 

評価期間を通して、施設環境の整備や、職員

のスキルアップ研修受講による自己研鑽を図

るなど、サービスの向上に努めている。 

②利用促進に向けた取組み

が適切に行われているか。 

 

 

３ 

 

３ 

評価期間を通して、各種メディアを活用した

積極的な情報発信を行うなど、利用促進に向け

た取組が行われている。 

③施設、設備及び備品の維

持管理及び修繕が適切に

行われているか。 

 

３ 

 

３ 

評価期間を通して、日常の定期点検及び清掃

業務等を適正に実施し、施設の良好な維持管理

に努めている。 

④緊急時の対応・安全管理

などの危機管理が適切に

行われているか。 

 

３ 

 

３ 

避難訓練の実施や緊急時対応マニュアルの

整備を行うとともに、危機管理の研修に参加す

るなど、評価期間を通して適切な対応に努めて

いる。 

⑤指定管理料が適正に執行

されているか。 

 

３ 

 

３ 

評価期間を通して、概ね適正に執行されてい

る。経理のチェック体制強化や光熱水費の削減

に努めている。 

⑥成果目標達成のための努

力が行われ、成果が上がっ

ているか 

 

４ 

 

４ 

一部達成できなかった指標項目があるもの

の、評価期間を通して、成果目標のための努力

が行われ、全体的な成果は上がっているものと

認められる。 

⑦個人情報の保護に対する

体制の構築・取組みを行

っているか 

 

３ 

 

３ 

 評価期間を通して、個人情報の保護に対する

体制の構築・取組が適切に行われていると認め

られる。 

 

総合評価 

 

３ 

 

３ 

評価期間を通して、サービスの維持・向上や

利用促進に向けた取組等が積極的に行われ、ま

た、光熱水費の削減に努めるなど、業務水準書

等の内容が満たされている。 



 

 

○評価基準 

５（秀）：業務水準書等の内容を上回り、特筆すべき実績をあげている 

４（優）：業務水準書等の内容を上回り、優れた実績をあげている 

３（良）：業務水準書等の内容が満たされている 

２（可）：業務水準書等の内容が満たされず、一部改善を要する 

１（不可）：業務水準書等の内容が満たされず、重大な改善を要する 

 


